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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究において証明された、網膜のミュラーグリア細胞からニューロンヘの再分化させるという方法は、これまで
一度ある系統の細胞に分化すると他の系統の細胞には分化できないと考えられていたため、正確な研究がおこなわれ
ていなかった。この欠を埋め、ミュラーグリア細胞からニューロンヘの分化誘導方法に関する知見を得ることが本研
究の第一目的であったが、効率のよいニューロンヘの分化誘導方法が記載され、この目的を十二分に達成している。 
 この他、多くの新知見を得ているが、凝集培養したミュラー細胞を網膜下に移植すると視細胞に分化しうるという
可能性の指摘は特に重要である。視細胞のマーカーを発現した細胞の機能的な解析がない点が惜しまれるものの、網
膜特異的な環境で分化させることの重要性に基本的知見を与えた貢献は、極めて重要である。 
 また、網膜の構造がより人間に近いサルのミュラー細胞を用いても同様にニューロンヘの分化が可能であり人間に
おいても実現性が高いという結論は、網膜色素変性症などの疾患に対してミュラー細胞をセルソースとした視細胞移
植が可能であるという結論と一致しており、重要な発見である。 
 よって、著者は博士（医学）の学位授与に値する。 
